
2階
ホール

スロープ

バルコ ニー

手洗い

下足箱

避難
スベリ 台

大楠の砦

西階段
中央
階段

ホール
階段

A’

A

W C

W C
W C

東の
デッ キ

屋外機置場

屋上の草場

遊戯・ 多目的

渡り 廊下

廊下

リ ング
デッ キ

EV

3歳

吹抜
吹抜

吹抜

吹抜

3歳

4歳4歳5歳5歳

教具 教具教具

デン

教具

倉庫

(屋上)
太陽光パネル展望デッ キ

図書
コ ーナー

休憩
ラ ウンジ

洗濯・ 湯沸室

洗濯テラ ス

更衣

家事室

3 歳以上のウィ ング

受水槽置場 倉庫

ガス
ボンベ庫

倉庫

ポンプ

ゴミ

光庭
オープンキッ チン

人工芝

職員用駐車場(18台)

職員用駐輪場
(24台)

地域用
駐輪場
(10台)

地域玄関

横断歩道

こ ども 園玄関

東園庭門(3歳未満)

待機スペース

正面入口北入口

西入口

西園庭門 通用門

通用口

調理口

地域+ こ ども 園用駐車場
(25台)

バス駐車場
(2台)

こ ども 園用
駐輪場
(15台)

会議

調理
ラ ンチルーム

EV

ラ ンチ
テラ ス

多目的

W C

W C

W C

相談

相談1階
ホール

下足箱

下足箱

1FL+ 750

子育て
サロン

玄関ホール
教具

教具

園長

職員

保健

セキュ リ ティ ラ イ ン

セキュ リ ティ ラ イ ン

セキュ リ ティ ラ イ ン

テラ ス 

テラ ス 

0歳テラ ス(柵付) 

押入
1歳

1歳
2歳 2歳0歳

菜園

A’

A

倉庫動物舎

水場
水場

遊具置場

火床

人工芝

サービスヤード (防災広場)

エント ラ ンス広場

ケヤキ
ガーデン

芝生の園庭

土の園庭

プールテラ ス

池

大楠の砦

水田

築山

コ ンポスト

バイ オト イ レ

一時
預かり

調乳・ 沐浴

地下雨水貯留

砂場

物置
スペース

�

地域のウィ ング

3 歳未満のウィ ング

1 階平面イ メ ージ図

2 階平面イ メ ージ図

1 階ホール ラ ンチテラ ス

東のデッ キ

太陽光発電池 (3kw )

職員室職員室0 歳保育室

リ ングデッ キ
スロープ 2 階ホール

A-Aʼ 断面イ メ ージ図

　 子ども たちの “おう ち”

　 こ ども 園と いう 施設を つく ると いう よ り

奈義町で 育つ子ど も た ち 皆の “おう ち”

そのも のを つく る。 それはおう ち でおこ

なわれる様々な行為への配慮を意味する。

　 (2F) 家事室、 洗濯・ 湯沸室、 洗濯テラ ス

　 (1F) オープンキッ チン、 ゴミ 庫

　 郷土子ども 植物園
　 (植物愛に基づく 地域主体の植物園)

・ エン ト ラ ン スの目印と なる エノ キと
里山景観のヤマザク ラ と カ キ

・ 北側のコ セを 形づく る シラ カ シと サ
ザンカ

・ ケヤキガーデンの樹陰
・ 土の園庭の大きな楠
・ 3 本の大きなイ チョ ウ
・ 展望デッ キのケヤキ
・ 築山に植えるド ングリ の木（ コ ナラ ，ク

ヌ ギ， アラ カ シ， スダジイ ）と ヤマツツ
ジ，コ ブシ

・ ラ ンチテラ スのモミ ジ
・ 屋上の草場のタ ンポポ　 　 etc.

　 ホールを起点に3方向にウィ ングを伸ばす構成により 、 それぞ

れの部門(3歳以上・ 3歳未満・ 地域)の面積増減をその長さ の調

整によっ て容易にできる。

　 園舎内は1・ 2階中央のホールから 3方向(3歳以上・ 3歳未満・ 地

域)にウィ ン グが伸びる構成と し 、 1階中央のホールにラ ンチ

ルームと 職員室、 2階中央のホールに遊戯・ 多目的室を直結さ

せるこ と で求心的で明快な動線をつく る。

　 職員室は一部2階ホールへの吹抜天井と し 、 居ながら にし て2階

の雰囲気が伺えるよう にする。

　 北側に園舎を設け、 南側の園庭(土の園庭、 芝生の園庭、 ケヤ

キガーデン)を那岐山より 吹き下ろす広戸風から 守る。

　 屋上園庭と し て設けたリ ングデッ キと 、 1階のプールテラ ス(組

立プールを設置)及び土の園庭を築山・ スロープの自然な勾配

で一体化する。

　 2階リ ングデッ キの中央吹抜は、 1階のプールテラ スと の間で視

線の交流を生むと 共に、 吹抜を中心に走り 回り 、 スロープを走

り 下り る運動が次の遊びを創り 出す意欲を生み出す。

　 3歳未満は保育室のテラ スで上下足の履き替えを行う 二足制と

する。 3歳以上は玄関ホールで上下足を履き替え、 外遊びでは2

階保育室のバルコ ニーで下足に履き替える三足制と する。

　 1・ 2歳児の保育室は南側の採光が得やすい部屋と 少し おく まっ

て光のコ ント ロールのし やすい部屋を隣り 合わせにし 、 食事の

スペースと 午睡のスペース等を使い分ける。

　 0歳児の保育室は柵付の畳の間と 連続するテラ ス(柵付)を設け

食事の後などの自由な遊びのスペースを提供する。

　 3歳以上は保育室での遊び、 ラ ンチルームでの食事、 さ ら に遊

戯・ 多目的室での午睡のよう な使い分けによっ て遊びの場と 生

活の場を区分する。

　 園舎の中心にラ ンチルーム(1階)や遊戯・ 多目的室(2階)を設け

るこ と で、 異年齢同士での遊びがし やすく なる。

　 3歳以上の土の園庭と 3歳未満の芝生の園庭の間に菜園を 設け

て、 異年齢同士での協働作業をし やすく する。

　 すべての保育室に南面するバルコ ニー又はテラ スを設けて天然

木のデッ キ床で保育室と の間を段差なく つなぐ 。

　 遊戯・ 多目的室と 東のデッ キ、 ラ ンチルームと ラ ンチテラ スも

天然木のデッ キ床で段差なく つなぎ、 屋内外の連続使用を想定

する。

　 2階渡り 廊下は冬季や大雨・ 強風時以外は引戸を開放するこ と

で、 屋根付屋外廊下と し 、 より 屋外に開かれた空間と する。

　 園内各所で屋内外が密接に連続するにと どまら ず、 それら の空

間が中央のホールを中心に渦を描く よう に有機的につながる。

　 土の園庭はリ ングデッ キ、 プールテラ ス、 スロープや起伏のあ

る築山で囲まれた空間構成と 遊具置場、 大楠の砦、 砂場、 様々

な樹木や草花、 池、 水田、 動物舎、 菜園などの多様な構成要素

によっ て園児にと っ ての小宇宙を形成する。

　 こ れら の構成要素は園児たちの創造力によっ てその存在の意味

を 変化さ せる。 例えば、 池の水遊び、 水田の泥遊び、 築山芝生

のスベリ 台、 大楠の砦の総合遊具、 遊具の住居 etc.

　 土の園庭を取り 囲む築山に高低の波をつく り 、 走り 回る園児の

体幹をきたえ、 意欲的な遊びのための心身を育む。

　 雨水は貯留し て散水に利用し 、 落葉はコ ンポスト へ、 動物舎の

排泄物はバイ オト イ レ で処理し 、 菜園の堆肥と し て再利用する

など、 園庭の小宇宙に循環型エコ システムを確立する。

　 池の水は太陽光発電動力のポンプによる水の流れで浄化する。

　 芝生の園庭は、 草花や小動物

への触れ合いを 通し て 自然

に対し て主体的にかかわる

姿勢を 育むた めに、 芝生の

園庭内の花壇や隣接する 菜

園、 さ ら に動物舎へと 徐々

に深く 自然と かかわれる よ

う に小さ な 子ど も たち の自

然と のふれあいの入門の場

と する。

　 園全体に奈義の生活に身近な

植物を 植え る こ と で、 園児

にと っ て植物園のよ う な 空

間を、 植物学と いう よ り は

植物愛の視点で整備する。

子ども たち が屋内外でのびのびと 過ごせる 空間 から だ全体や五感を 使っ て遊びこ める環境

動植物などの自然に対し て主体的に触れ合える 環境

子ども たち の発達・ 年齢に応じ た遊びの場と 生活の場の区分

異年齢交流を 促す空間

屋内外の密接な接続

変化に柔軟に対応でき る可変性の高い空間

　  空間構成１ 　  園庭環境２

空 間 と 環 境
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サービスヤード (防災広場)

砂場

西入口

▲

▲▲

正面入口北入口

職員用駐車場(18台)

飛地駐車場1(20台)

飛地駐車場2(35台)

地域+ こ ども 園
駐車場
(25台)

こ ども 園
駐輪場(15台)

バス駐車場
（ 2台）

ケヤキガーデン

3歳未満の
ウィ ング

地域の
ウィ ング

3歳以上のウィ ング

1階ラ ンチテラ ス
2階東のデッ キ

土の園庭
池

水田
菜園

動物舎
築山

遊具置場

プール
テラ ス

芝生の園庭

エント ラ ンス
広場

待機スペース

新設横断歩道

奈義中央広場

奈義町現代美術館

民家

民家
�

職員
駐輪場(24台)

地域利用
駐輪場(10台)

2階展望デッ キ

2階リ ングデッ キ

10
ｍ

駐車場から の動線

中央広場から の動線

なだら かな傾斜地の田園風景への眺望

那岐山への眺望

美術館への眺望

緊急車両動線

15m 15m

(遠景)那岐山を 望む全体イ メ ージ図

(中景)エント ラ ンス広場から 園舎を 望む

左 大蛇の頭のイ メ ージのこ ども 園玄関、 右 軽快で開放的な地域玄関 

(近景)土の園庭から リ ングデッ キ・
　 　 　                          築山・ スロープを 望む

付近見取・ 配置イ メ ージ図

　 民家に近接する東側を緑化し たエント ラ ンス広場と し 、 3歳以

上の保育室と 土の園庭は南西側に配置するこ と で、 園児が遊

びや生活の中で発する騒音の民家への影響を最小化する。

　 現在北東端部にある 敷地への進入口を 北側道路沿いに西に

15m移動し て正面入口を設け、 エント ラ ンス広場に導く 。 こ

こ に地域利用と こ ども 園への来園者駐車場25台と バス駐車場2

台を設ける。

　 サービス車両は西入口に分離し 、 サービスヤード に職員用駐

車場18台を設けると 共に、 東側の飛地に駐車場20台と 35台を

設け、 最大100台の駐車場を整備する。

　 エント ラ ンス広場に地域利用10台・ こ ども 園用15台、 サービ

スヤード に職員用24台の駐輪場を設ける。

　 職員室内の保健スペースへの緊急車両動線を西入口から 土の

園庭を経て確保する。

　 北側の奈義中央広場や飛地駐車場への歩行者動線確保のため

に正面入口より さ ら に15m西側に横断歩道を新設し 、 敷地内

に園児の飛出し 防止のための待機スペース(7ｍ×20ｍ)を 設

け、 歩行者の利便性と 安全性を確保する。

　 園庭は日常的な遊びの空間と し 、 運動会など広いスペースは

奈義中央広場に求めるなど、 公共施設間の積極的な連携を見

据える。

　 那岐山の南側に広がるなだら かな傾斜地の中に

黒い勾配屋根と 、 コ セの樹木と 園庭樹木が分厚

い緑に囲まれた集落のよう な、 どこ か懐かし さ

を感じ さ せる遠景をつく る。

　 エント ラ ンス広場から の中景は隣接する現代美

術館と 呼応し 、 シンプルで現代的なデザイ ンと

し て、 エ ン ト ラ ン スの庇は民話「 さ んぶたろ

う 」 の大蛇の頭をイ メ ージし 、 子ども たちに郷

土に伝わる民話に親し むきっ かけをつく る。

　 園舎と 園庭の近景はリ ン グデッ キと 築山・ ス

ロープで構成さ れる人工的な起伏のある土木地

形と 建築(園舎)が調和するこ と で、 現代美術館

やナギテラ スなどの既存公共施設のデザイ ンの

特徴を継承する。

　 遠・ 中・ 近の景観が相まっ て、 奈義町のあえて

言えばこ の場所にし かない、 子ども たちの心に

残る風景をつく り だす。

　 園舎を 構成する3本のウィ ン グのう ち、 最も 正面入口に近い

ウィ ングを地域利用と し て位置づける。

　 子育てサロンなど若いフ ァ ミ リ ー層を中心と するコ ミ ュ ニティ

の活動拠点であると 共に、 多目的室を起点に園内の空間資源

を 活用し 様々な目的別コ ミ ュ ニテ ィ の活動拠点と する こ と

で、 新住民を呼び込むためのメ インアイコ ンと 位置づける。

　 南東側民家への配慮

　 車の動線と 駐車場・ 駐輪場の考え方

　 近接する 公共施設と の連携( 歩行者の視点)

　 街づく り 拠点と し ての位置づけ

　  周辺環境と の連携と 調和３

　  心に 残る 風景４

コ ン テ ク ス ト と デ ザ イ ン
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設計フ ェ ーズ

定例会議

ビデオ会議

ワークショ ップ

期間
2019

12 1 2 3 4 5 6

2020

（ 設計進捗度合）

基本設計①

基本設計②

基本設計③

第1回

（ 全体）

（ 保育環境部会）

（ 地域部会）

第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

条件整理・ ケーススタ ディ 等

建築・ 構造・ 設備の詳細検討

積算・ 成果品の作成

保育室の内装説明図

保育室の内装 ( シナベニヤ ) のイメ ージ

吸音性能の比較表

床： フ ローリ ング

天井： 化粧吸音 PB

バルコ ニー床：
　 天然木デッ キ

壁・ 天井： 一部シナベニヤ
木製ユニッ ト 家具

採光

採光

W C 廊下
3 歳保育室

10

10
3

2.5

会議光庭サービ スヤード

展望デッ キ バルコ ニー

玄関ホールから エント ラ ンス広場側を望む ( 左奥に奈義町現代美術館を望む )

収納 , 遊び , 教師コ ーナーを兼ねた
木製ユニッ ト 家具のイメ ージ

想定業務スケジュ ール

化粧吸音 PB
( 空気層 100)

0.56

0.30岩綿吸音板
（ 捨張り PBt9.5）

吸音率
（ 250 ～ 500Hz
  での平均値）

2,400

2
,0

0
0

1,
80

0

　 エント ラ ンス広場の混雑を避けるために、 サービス車両・ 職員駐車場を西側に分

離すると 共に、 ロータ リ ー車路の幅員を10ｍと し 、 スク ールバス進入時でも 円滑

かつ安全な送迎を可能にする。

　 エント ラ ンス広場の歩道と 車路と の間に緩衝緑地を設け、 歩者分離に配慮する。

　 サービスヤード は災害時には雨から 守ら れた防災広場と し 、 マンホールト イ レや

簡易シャ ワーの接続口、 貯留雨水から の給水口などを設ける。

　 局地的な短時間での洪水災害はどこ で発生し ても おかし く ない状況を受け止め、

2階には避難機能を想定する。

　 停電に備え、 プロパンガスを利用し たポータ ブル低圧Ｌ Ｐ ガス発電機を設ける。

　 断水に備え防災広場や水場に防災井戸を設け、 日常的にも 菜園や植栽の水やり に利用

する。

　 ホールを中心に3本のウィ ングが3方向(3歳以上・ 3歳未満・ 地域)に伸びる園舎の

構造によ り 、 それぞれのウィ ングにはさ まれた園庭空間(土の園庭、 芝生の園

庭、 ケヤキガーデン)を園舎内から 見通すこ と ができる。

　 地域と 一体と なっ た子育て文化の醸成によっ て、 日常様々な状況で地域の人々がこ ど

も 園にかかわり 、 オープンな言葉掛けの習慣が不審者進入の抑止力と なる。

　 敷地全体をフ ェ ンスで囲う こ と はせず、 園舎の外壁と 園庭を囲う フ ェ ンスによっ

てセキュ リ ティ ゾーンを設定する。 [技術提案書1/3 1階平面イ メ ージ図参照]

　 天地不仁(老子の言葉) 　 天地＝自然は仁(他者を思いやれば必ず報われる)などで

はない。 今や地震・ 強風・ 水害の危険は日本中に存在する。 水害履歴のないこ の

地でも 油断するこ と なく 安全強化を 図る必要がある。 屋根・ 屋上を漏水から 守

り 、 1FL+ 750の地域ゾーンを守り 、 さ ら に敷地のすみやかな水はけによっ て1階

を守る。

　 柱・ 梁を鉄骨造、 床を鉄筋コ ンク リ ート 造、 外壁を押出成形セメ ント 板にし て、

重要度係数1.25に加え、 あえて地震の地域係数1.0と し て耐震性を確保する。

　 緊急時には２ 階のリ ングデッ キやテラ スから 、 ホール階段や西階段、 避難すべり

台、 スロープなど日常的に利用する経路を通っ て、 安全に園庭に避難するこ と が

できる。

　 適材適所に十分な収納を確保する(合計約163㎡)と 共に、 子ども たちにと っ ての

“おう ち”と いえるよう な快適な空間のためのサポート 機能を充実さ せる。

　 エント ラ ンス広場の駐車場は来園者用と し 、 西側ピロティ 部分のサービスヤード

にできる限り 集中し て職員駐車場(18台)・ 駐輪場(24台)を設け、 できるだけ職員

が飛地駐車場を使用し なく て済むよう にする。

　 2階の東のデッ キに面し て職員用更衣室、 休憩ラ ウンジを設け、 緊張と 弛緩の切

り 替えによっ て保育に集中できるよう にする。 また吹抜空間による冬季の寒さ 対

策のために職員室も 床暖房と する。

　 内装については木質化を図り 、 大蛇を模し た建築の内部空間である玄関ホールは、 天井

材と 壁仕上に杉板を用いて風土的なシンボル空間と する。 開放的な設えと し 、 街づく り

の視点から 奈義町現代美術館への眺望も 重視する。

　 保育室廻り についても 建具を木製と し 、 要所に杉材を用

い、 その他の壁部分も シナベニヤ仕上げ、 床はフ ローリ

ングと し 、 木製格子のユニッ ト 家具などを利用し て明る

さ と 温かさ を感じ さ せる木質空間と する。

 保育室など居室間の音漏れ防止に配慮し 、 天井裏を含む界

壁部分を遮音仕様と すると 共に、 天井材と し て化粧吸音石

膏ボード を使用し 、 音の響かない保育環境をつく る。

 本体工事1,000,000千円、 外構工事100,000千円、 ピロティ

駐車場の割増40,000千円、 家具25,000千円、 設計・ 監理

80,000千円の総工費1,245,000千円(税込)を想定するが、

町の意向を反映し た上で決定さ れる上限額を厳守する。

　 私たちは奈義町に相応し い独創的（ Creativity） なこ ども 園を創

るために、 行政、 保護者・ 園児・ 教職員・ 地域、 設計チームの協

力 (Collaboration) と コ ミ ュ ニケーショ ン（ Communication) が

かかせないと 考えています。 また創造性がひと り よがり なも のに

陥ら な いよ う に、 客観的な 姿勢で 真理に向き 合う 批判的思考

(Critical thinking) を 重視し 、 設計に先立っ て現地調査、 風土や

コ ミ ュ ニティ にかかわる学びを徹底し ます。 

　 ナギテ ラ スや奈義チャ イ ルド ホームなど 多様な場所でワーク

ショ ッ プを実施するこ と で、 施設ごと に異なる利用者層が参加し

やすい環境をつく り 、 活発なコ ミ ュ ニケーショ ンを促進し ます。

　 それぞれの施設で行う ワーク ショ ッ プは明確な発展的プログラ ム

の元に、 毎回異なるテーマで実施するこ と で、 円滑に設計を進め

ながら 確実にワーク ショ ッ プでの成果を設計にフ ィ ード バッ ク さ

せていきます。

　 奈義町と 設計チームで2週間ごと の定例会議(大阪の事務所と の距

離は車で２ 時間)に加え、 合間にビデオ会議を実施するこ と でコ

ミ ュ ニケーショ ンの機会を増やし 、 前回会議での未決定事項への

意見交換や、 次回会議時までの課題の事前投げかけなど、 毎回の

定例会議の質の向上にも 役立てます。 また、 ビデオ会議の奈義町

側の機材は必要があれば貸与するこ と ができます。

　 全体ワーク ショ ッ プの他に保育環境部会と 地域部会に分け、 集中

的に課題を協議し ます。 保育環境部会ではこ ども 園職員や保護者

を中心にメ ンバーを選定し 、 地域部会では町職員や地域住民を中

心にメ ンバーを選定し ます。

　 スク ールバスの乗り 入れ、 保護者の送迎など交通への配慮 　 木の良さ を 活かし た室内空間

　 予算厳守の姿勢

　 園児の発育にふさ わし い音環境

　 私たち が大切にする4 つのC

　 教職員、 保護者、 地域の設計への参画

　 密接なコ ミ ュ ニケーショ ン

　 ワーク ショ ッ プのテーマ

　 園舎の避難所機能

　 閉鎖的になり すぎないセキュ リ ティ

　 安心・ 安全を 勝ち 取る ための自然感-天地不仁

　 園児の安全と 安心を さ さ える 職員の作業環境への配慮

　  安全と 安心と 快適５ 　  設計プ ロ セ ス６ 　  そ の他の大切に し た い こ と７

理 念 と 実 践
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